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本
書
は
、
題
名
に
「
イ
ス
ラ
ー
ム
」
と
冠
す
る
が
狭
義
の
宗
教
と
し
て
の

イ
ス
ラ
ー
ム
に
関
す
る
本
の
歴
史
で
は
な
く
、
獣
皮
紙
を
含
む
紙
を
記
録
に

利
用
す
る
時
代
か
ら
現
代
ま
で
を
対
象
と
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
の
写
本
を
含

む
書
物
の
歴
史
を
取
り
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。
紙
幅
の
制
限
上
す
べ
て
を
と

り
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
簡
単
に
内
容
を
紹
介
す
る
。
 

 
第

Ⅰ部
は
六
章
か
ら
な
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
文
明
の
は
じ
ま
り
と
書
物
文
化

の
隆
盛
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の
正
書
法
や
ア
ラ
ビ
ア
文
字
文
化
圏
の
写
本
文
化
に

つ
い
て
扱
う
。
第
一
章
（
小
杉
泰
）、

第
四
章
（
小
杉
麻
李
亜
）
は
、
イ
ス
ラ
ー

ム
の
誕
生
と
ア
ラ
ビ
ア
語
の
最
初
の
本
で
あ
る
ク
ル
ア
ー
ン
の
成
立
と
そ
の

写
本
の
正
典
化
と
書
籍
化
を
考
察
し
て
い
る
。
ク
ル
ア
ー
ン
は
最
初
は
「
朗

誦
さ
れ
る
も
の
」
と
し
て
口
承
で
伝
え
ら
れ
、
後
に
ム
ハ
ン
マ
ド
の
弟
子
に

よ
っ
て
文
字
化
さ
れ
書
籍
化
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
偽
写
本
が

広
ま
ら
な
い
よ
う
に
正
典
化
が
行
わ
れ
た
過
程
が
示
さ
れ
る
。
第
二
章
、
第

五
章
（
清
水
和
裕
）
は
、
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
時
代
に
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
伝
わ
っ
た

「
紙
の
技
術
」
と
そ
れ
に
伴
う
異
教
徒
文
化
の
学
問
体
系
導
入
の
関
係
性
を

述
べ
、
紙
と
写
本
の
制
作
販
売
を
同
時
に
担
う
書
籍
市
場
の
実
態
と
、
バ
グ

ダ
ー
ド
の
ワ
ッ
ラ
ー
ク
（
紙
屋
）
で
あ
る
イ
ブ
ン
・
ナ
デ
ィ
ー
ム
に
よ
る
当

時
流
通
し
て
い
た
書
物
を
解
説
し
た
『
目
録
』
を
通
し
た
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
域

内
の
写
本
文
化
に
つ
い
て
論
じ
る
。
 

 
第

Ⅱ部
は
十
章
か
ら
な
り
、
イ
ラ
ン
、
ト
ル
コ
、
イ
ン
ド
な
ど
の
地
域
で

華
ひ
ら
い
た
写
本
文
化
事
情
を
扱
う
。
第
一
章
（
後
藤
裕
加
子
）
で
は
テ
ィ
ム

ー
ル
朝
時
代
の
写
本
制
作
と
製
本
技
術
等
の
写
本
の
物
理
的
な
要
素
が
紹
介

さ
れ
、
第
二
章
（
竹
田
敏
之
）
は
写
本
に
書
か
れ
た
文
字
（
書
道
）
の
部
分
に

話
題
が
移
り
、
第
三
章
以
降
は
写
本
の
多
岐
に
わ
た
る
内
容
や
、
歴
史
家
・

神
秘
家
な
ど
の
写
本
制
作
の
従
事
者
、
地
域
性
・
時
代
性
が
考
察
さ
れ
る
。

第
三
章
（
ヤ
マ
ン
ラ
ー
ル
水
野
美
奈
子
）
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
で
は
偶
像
崇
拝
禁

止
の
た
め
生
物
描
写
は
回
避
さ
れ
る
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、
実
は
イ
ス
ラ
ー

ム
独
自
の
豊
か
な
写
本
装
飾
絵
画
が
発
展
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
第

四
章
（
山
本
啓
二
）
は
八
世
紀
か
ら
十
五
世
紀
の
自
然
科
学
分
野
写
本
の
ア
ラ

ビ
ア
語
・
ギ
リ
シ
ア
語
・
ラ
テ
ン
語
相
互
の
翻
訳
活
動
を
論
じ
る
。
 

 
第

Ⅲ部
は
六
章
か
ら
な
り
、
写
本
・
印
刷
本
・
デ
ジ
タ
ル
書
籍
を
扱
う
。

第
四
章
（
林
佳
世
子
）
は
強
い
写
本
文
化
の
伝
統
が
根
づ
い
て
い
る
イ
ス
ラ
ー

ム
圏
に
お
い
て
近
代
的
な
印
刷
が
い
か
に
導
入
さ
れ
定
着
し
て
い
っ
た
か
を

考
察
す
る
。
第
五
章
（
小
杉
麻
李
亜
）、

第
六
章
（
小
杉
泰
）
で
は
ク
ル
ア
ー
ン

刊
本
と
そ
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
到
来
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム

諸
学
古
典
の
復
興
を
検
討
す
る
。
ま
た
世
界
の
写
本
所
蔵
の
情
況
、
図
書
館

の
動
向
分
析
や
、
ア
ラ
ブ
、
ト
ル
コ
研
究
者
の
写
本
研
究
に
ま
つ
わ
る
フ
ィ

ー
ル
ド
体
験
の
楽
し
さ
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
お
り
面
白
く
読
ま
せ
る
。
 

 
書
物
の
歴
史
と
い
う
と
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
の
印
刷
機
か
ら
活
版
印
刷
へ
の

過
程
が
想
起
さ
れ
る
が
、
近
代
以
前
か
ら
書
物
文
化
の
最
先
端
を
行
っ
て
い

た
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
に
光
を
あ
て
た
本
書
の
意
義
は
大
き
い
。
イ
ス
ラ
ー
ム
圏

に
お
い
て
は
、
実
は
八
世
紀
末
か
ら
書
籍
市
場
が
繁
栄
し
、
客
の
注
文
に
応
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じ
て
写
本
を
制
作
す
る
、
今
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
出
版
に
類
似
し
た
こ
と
が
行

わ
れ
て
い
た
。
こ
の
方
法
は
多
種
少
量
出
版
に
好
都
合
で
あ
り
、
量
産
の
た

め
の
機
械
印
刷
は
不
向
き
で
あ
っ
た
の
だ
。
多
少
地
域
的
に
ア
ラ
ブ
、
ト
ル

コ
に
偏
重
し
て
い
る
感
が
あ
る
が
、
多
彩
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
書
物
の
制
作
・

流
通
の
歴
史
を
提
示
す
る
。
本
書
は
書
物
の
歴
史
と
と
も
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム

圏
の
学
問
的
伝
統
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
一
挙
両
得
の
お
薦
め
の
書
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
後
藤
敦
子
）
 

    

           
 


